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令和９年度静岡大学大学院山岳流域研究院(修士課程)
学 生 募 集 要 項 

 

 
◇静岡大学の理念と目標◇ 

 

理念「自由啓発・未来創成」 
この理念は，教育だけでなく，なにごとにもとらわれない自由な発想に基づく独創的な研究，相互啓発的

な社会との協働に不可欠であり，時代を越えて受け継がれるべきものです。静岡大学の学生・教職員は，こ

のような認識の下で，教育，研究，社会連携・産学連携，国際連携の柱として，「自由啓発」の理念を引き

続き高く掲げ，共に手を携えて地域の課題，さらには地球規模の諸問題に果敢にチャレンジするとともに，

人類の平和と幸福を絶えず追求し，希望に満ちた未来を創り出す「未来創成」に全力を尽くします。 

静岡大学は，以上のような意味での「自由啓発・未来創成」の理念のもと，静岡県に立地する総合大学と

して，地域の豊かな自然と文化に対する敬愛の念を持ち，質の高い教育，創造的な研究による人材の育成を

通して，人類の未来と地域社会の発展に貢献していきます。 
 

詳しくは https://www.shizuoka.ac.jp/outline/vision/goals/ を参照ください。 

 

 

 
◇山岳流域研究院のアドミッション・ポリシー◇ 

 

【育てる人間像】 

 山岳流域研究院では，高度な専門科目群により養われる高度な専門性，フィールドを活用した実習等により身に

付くフィールドスキル，分野横断型の履修により得られる幅広い視野，英語科目の履修や研究発表を通して磨かれ

るコミュニケーション能力を持ち合わせ，静岡はもとより，日本各地，更には海外において，流域が有する共通課

題の解決に資する人材を養成する。 

 

【目指す教育】 

 山岳流域研究院では，自然科学を中心に経済・社会も視野に入れた幅広い分野にわたる教育を行うことにより，

自然科学に対する専門知識だけでなく，合意形成能力，経済・社会に対する視野を併せ持ち，山岳流域における自

然生態系の喪失や，災害の多発，中山間地の過疎化と産業衰退などの流域が有する課題を解決できる人材の養成を

目指す。 

 

【求める学生像】 

山岳流域に内在する自然環境及び社会に関する諸問題に対して強い関心があり，自らが専門知識やフィー

ルドスキルを身に付けることで，社会貢献や関連科学分野の発展に対する強い意欲を持っている学生を求め

る。さらに，国際的な感覚を有し，海外の学生や研究者と協働して学修及び研究や開発を遂行できる学生を

求める。 

 

【入学に必要とされる資質･能力】 

学士課程の個別的な専門分野で形成されるべき，基礎的な知識と能力が必要である。また，これらの知識と

能力を応用できる思考力，判断力及び表現力が必要である。さらに，フィールドスキルの修得や流域を俯瞰で

きる視野の獲得についての意欲が必要である。 

 

【入学者選抜の基本方針】 

《一般入試・外国人留学生入試》 

1. 選抜方針 

山岳流域の学問分野において，将来，社会の中心的な役割を担う実務者や研究者の育成を目指し，入
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学後の勉学と研究活動を遂行し得る能力及び学力について，以下の各試験で判断する。 

①学力試験（専門科目） 

（口頭試問による。） 

②面接試験 

2. 判定方法 

①学力試験，面接試験の得点を総合して，専門分野ごとに高得点の者から順に選抜する。 

②以下のいずれかに該当する場合は不合格とする。  

(1)学力試験（専門科目）の得点が50％に満たない場合 

(2)面接試験の得点が50％に満たない場合 

③出願書類は，面接試験の評価の基礎資料として活用する。 

 

《自己推薦型入試》 

1.一次選抜 

出願書類を基に，山岳流域に関する基礎学力及び志望する試験科目群に対応する分野の専門的学力を

判断し，二次選抜受験有資格者を決定する。 

2.二次選抜 

二次選抜受験有資格者に対し，面接試験を行う。面接では，志望動機，将来の目標，学修・研究に対

する態度，基礎的な学力，論理的思考力，表現力を総合的に判断する。
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Ⅰ入試日程 
 

 
選 

 
抜 

 
方 

 
式 

 
自 己 推 薦 型 入 試 

 
一 般 入 試 

 
 

出願資格審査 

（該当者のみ） 

 

令和8年6月 5日（金）

令和8年6月12日（金） 

申請締切

結果通知 

 
出 

 
願 

 
期 

 
間 

 
令和8年5月11日（月）～5月15日（金） 

 
令和8年7月13日（月）～7月17日（金） 

 

 

 

 
学 

 

 

 

 
力 

 

 

 

 
検 

 

 

 

 
査 等 

 
一次選抜（書類選考） 

令和8年6月5日（金）までに『二次選抜受

験有資格者』を決定し，公表する。 

 

 

 

 
令和8年8月20日（木） 

 

二次選抜（面接） 

令和8年7月2日（木） 

 
合 

 
格 

 
発 

 
表 

 

令和8年7月10日（金） 

 
令和8年8月28日（金） 

 
入 

 
学 

 
確 

 
約 書 

  

令和8年9月25日（金） 

 
入 

 
学 

 
時 

 
期 

 
令和9年4月 
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Ⅱ自己推薦型入試 

 
1 自己推薦型入試の趣旨 

近年，科学技術の進展と拡がりが著しく，新しい学問分野のみならず，既存の学問体系の枠を超えた学

際的学問分野等の開拓も重要になってきています。こうした社会的要請に応えるべく，本学出身者ならび

に他の大学，学部出身の学生にも門戸を拡げた入試を実施することになりました。 

すなわち，本学及び他大学出身者で，学問・研究に積極的かつ優秀な学生であれば，分野を問わず，出

願書類の審査及び面接試験によって選抜を行う特別の制度です。 

 

2 募集人員 

４名 

 

3 出願資格 

山岳流域に関する深い関心と熱意を有し，学業成績が優秀で創造的な研究活動に意欲的に取り組める者

であり，合格した場合に入学を確約できる者で下記(1)から(4)のいずれかに該当する者。                                      

(1) 令和9年3月に大学を卒業見込みの者 

(2) 学校教育法（昭和22年法律第26号）第104条第7項の規定により，令和9年3月までに学士の学位を授

与される見込みの者 

(3) 令和9年3月までに，外国において，学校教育における16年の課程を修了見込みの者 

(4) 令和9年3月までに，外国の学校が行う通信教育における授業科目を，我が国において履修すること

により当該国の学校教育における16年の課程を修了見込みの者 

 

4 出願手続 

(1) 出願期間 

令和8年5月11日（月）～5月15日（金）の平日9時～12時30分，13時30分～16時

郵送の場合は，令和8年5月15日（金）16時までに必着のこと。 

(2) 出願方法 

出願書類及び検定料を一括とりそろえて出願期間内に下記あてに提出してください。 

郵送の場合は，必ず「速達・書留」とし，封筒に「山岳流域研究院出願書類【自己推薦型入試】在

中」と朱書きしてください。 

(3) 出願書類提出先 
〒422-8529 静岡市駿河区大谷836 静岡大学農学部学務係山岳流域研究院担当 

TEL 054-238-4852，4815 
FAX 054-237-9362 

 
5 出願上の注意 

専門分野と担当教員については，p.14～16の｢静岡大学大学院山岳流域研究院の概要｣を参照し，出願前                                                    

に志望する教員に必ず連絡を取り，研究テーマや指導の可能性について相談してください。 

なお，不明な点については農学部学務係山岳流域研究院担当に問い合わせてください。 
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6 出願書類及び検定料 

1 入学志願票 本研究院所定の用紙に必要事項を記入のうえ写真を貼付したもの 

2 受験票 本研究院所定の用紙に必要事項を記入したもの 

3 成績証明書 GPAが記載されたもので，出身大学の学長又は学部長が記入作成し，厳封したもの 

4 卒業見込証明書 出身大学の学長又は学部長が記入作成し，厳封したもの 

 

5 
検定料 

（払込受付証明書） 

30,000円を同封の「払込取扱票」により，郵便局の受付窓口で払い込み，「払込

受付証明書」を本研究院所定の用紙に貼付したもの 

6 あて名票 
本研究院所定の「合格通知受信用あて名票」及び「入学手続案内あて名票」に郵便

番号，住所，氏名を記入したもの 

7 返信用封筒 
長形3号の封筒(23.5cm×12cm)に郵便番号，住所，氏名を明記し，410円切手（速達）

を貼付したもの 

8 在留カードの写し（両面） 日本国籍を有しない者のみ 

9 

 

自己推薦書 

大学時代に興味を持った内容とこれまでの学修経過，そして今後の学修及び 

研究に対する抱負について，任意のＡ4版用紙2枚以内（縦長・横書）にまとめ

たもの 

（※）「成績証明書にGPAの記載がない」等,出願書類及び検定料に関する問い合わせは,p.4の「4 出願手続の(3)

出願書類提出先｣まで,ご連絡ください。 

 

7 入学者選抜方法 

（一次選抜） 

入学志願票，成績証明書及び自己推薦書について総合的に判断し，『二次選抜受験有資格者』を決定し，

令和8年6月5日（金）までに『二次選抜受験有資格者』の受験番号を山岳流域研究院ウェブサイト（https:// 

www.igsmw.shizuoka.ac.jp/）に掲載します。 

 

一次選抜については，下記2つの基準により,『二次選抜受験有資格者』を決定します。 

(1)成績証明書 

成績証明書のGPA値が，2.0以上であること 

 

(2) 入学志願票及び自己推薦書 

入学志願票及び自己推薦書の内容を100点満点で評価する 

 

（二次選抜） 

『二次選抜受験有資格者』に対し，面接試験を行います。面接では，志望動機，将来の目標，学修・研究

に対する態度，基礎的な学力，論理的思考力，表現力を総合的に判断します。 

二次選抜については，面接試験の結果（100点満点）で合格者を決定します。

二次選抜日時:令和8年7月2日（木）13時30分～ 

二次選抜会場:静岡大学農学総合棟（静岡市駿河区大谷836） 
（詳細については受験票発送時に通知します。） 

 

8 合格発表 

令和8年7月10日（金）（12時発表予定） 

山岳流域研究院ウェブサイト（https://www.igsmw.shizuoka.ac.jp/）に掲載します。また，合格者に直

接郵便にて通知します。 

合格者が募集人員に満たない場合でも，「追加合格」及び自己推薦型入試による「第二次募集」は行

いません。 

 

9 入学手続 

令和9年3月に行います。 

なお，詳細及び必要書類は，令和9年2月下旬に合格者へ別途通知します。 
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静岡大学大学院入学検定料返還請求書 

 

1 返還請求の理由 

2 入試区分（自己推薦型入試等） 

3 出願しようとした大学院・研究院名 

4 氏名（フリガナ） 

5 現住所 

6 連絡先電話番号 

7 返還請求額 

8 返還金振込先・金融機関名（金融機関コード），支店名（支店コード） 

・預金種別（当座・普通），口座番号 

・口座名義人（フリガナ） 

・口座名義人が志願者と異なる場合は，志願者との続柄 

10 入学料及び授業料 

(1) 入学料 282,000円≪令和8年度実績額≫ 

(2) 授業料 年額 535,800円（半期分267,900円）≪令和8年度実績額≫ 

(注)①前期分の授業料は，令和9年4月1日（木）から同年4月30日（金）までに納入してください。 

②入学手続き時に納入した入学料はいかなる理由があっても返還しません。 

③本学では，文部科学省の定める標準額に準拠することとしています。 

④在学中に授業料の改定が行われた場合には，改定時から新授業料が適用されます。 

 

11 注意事項 

(1) 面接試験には，必ず受験票を携帯してください。 

(2) 出願後の提出書類の内容変更は認めません。 

(3) 払込後の入学検定料は，次の場合を除き，いかなる理由があっても返還しません。 

① 検定料の返還請求ができる場合 

ア 検定料を払い込んだが，本学大学院に出願しなかった場合

イ 検定料を誤って二重に払い込んだ場合 

ウ 出願書類，出願要件に不備等があり，出願が受理されなかった場合 

② 返還する検定料の金額 

志願者本人の申し出により二重払い込み分又は全額を返還します。ただし，返還に係る振込手数料

は請求者の負担となります。 

③ 検定料返還請求の方法 

上記のア又はイに該当する場合は，便せん等を使って，次の 1～8 を明記した検定料返還請求書を

作成し，必ず「振替払込受付証明書（入学検定料受付証明書）」又は「振替払込請求書兼受領証」を 

添付して，令和 8 年 5 月 29 日（金）〔必着〕までに静岡大学農学部学務係山岳流域研究院担当 

（〒422-8529 静岡市駿河区大谷 836）へ郵送してください。 

また，ウの場合は，出願書類返却時に「検定料返還請求書」を同封しますので，必要事項を記入の

上郵送してください。 
 

 

(4) 合格者のうち，令和9年4月から就職予定の者は，入学手続の際，所属長の「就学承認書」（様式任

意）を必要とするので，あらかじめ用意しておいてください。 

(5) 出願書類の請求及び入学試験に関する照会等は，p.4の「4 出願手続の(3) 出願書類提出先｣あて郵

便で行ってください。 

なお，出願書類の請求にはあて先を明記した返信用封筒〔角形2号封筒(33cm×24cm）〕に270円切手

を，入学試験に関する照会には定形封筒に110円切手を貼付したものを送付してください。 

(6) 願い出により入学料・授業料を免除することがありますが，詳細は合格者に案内します。 

(7) 大規模災害に被災した入学志願者の入学検定料については，特別措置として、入学志願者からの免

除申請に基づき入学検定料の全額を免除します。 

詳しくは，専用サイト（https://www.shizuoka.ac.jp/nyushi/guide/tokubetsusochi/）をご覧くだ

さい。 
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12 安全保障輸出管理について 

静岡大学では，「外国為替及び外国貿易法」に基づき，「静岡大学安全保障輸出管理規則」を定め，

外国人留学生の受入れに際し厳格な審査を実施しています。 

規制事項に該当する場合は，希望する教育が受けられない場合や研究ができない場合がありますので，注

意してください。 

 

【参考】「静岡大学安全保障輸出管理規則」 

静岡大学規則集 https://reiki.adb.shizuoka.ac.jp/aggregate/catalog/index.html

第2章 組織・運営＞静岡大学安全保障輸出管理規則 

 

経済産業省「安全保障貿易管理」 

https://www.meti.go.jp/policy/anpo/gaiyou.html 

ENGLISH PAGE https://www.meti.go.jp/policy/anpo/englishpage.html 
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Ⅲ一般入試 
 

1 募集人員 

２名(募集人員を増やす場合がございます) 
 

 
2 出願資格 

令和9年3月末日をもって，次のいずれかに該当，あるいは該当する見込みの者 

(1) 大学を卒業した者 

(2)  学校教育法（昭和 22 年法律第 26 号。以下この条において「法」という。) 第 104 条第 7 項の規定

により学士の学位を授与された者 

(3) 外国において学校教育における 16 年の課程を修了した者 

(4) 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該外国の学校 

教育における 16 年の課程を修了した者 

(5)  我が国において，外国の大学の課程（その修了者が当該外国の学校教育における 16 年の課程を修了

したとされるものに限る。）を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置付けられた教

育施設であって，文部科学大臣が指定するものの当該課程を修了した者 

(6)  外国の大学その他の外国の学校（その教育研究活動等の総合的な状況について，当該外国の政府又

は関係機関の認証を受けた者による評価を受けたもの又はこれに準ずるものとして文部科学大臣が別

に指定するものに限る。）において，修業年限が 3 年以上である課程を修了すること（当該外国の学

校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修することにより当該課程を修了すること及

び当該外国の学校教育制度において位置付けられた教育施設であって前号の指定を受けたものにおい

て課程を修了することを含む。）により，学士の学位に相当する学位を授与された者 

(7)  専修学校の専門課程（修業年限が 4 年以上であることその他の文部科学大臣が定める基準を満たす

ものに限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大臣が定める日以後に修了した者 

(8) 文部科学大臣の指定した者 

(9)  法第 102 条第 2 項の規定により他の大学院に入学した者であって，当該者をその後に入学させる場

合には，大学院において，大学院における教育を受けるにふさわしい学力があると認めた者 

(10) 大学院において，個別の入学資格審査により，大学を卒業した者と同等以上の学力があると認めた

者で，22 歳に達した者 

 

(注) 上記(9)～(10)に該当する者については事前審査を行います。該当者は，令和8年5月29日（金）まで

に必要書類を請求してください。 

 

 
3 出願手続 

(1) 出願期間 

令和8年7月13日（月）～7月17日（金）の平日9時～12時30分，13時30分～16時

郵送の場合は，令和8年7月17日（金）16時までに必着のこと。 

(2) 出願方法 

出願書類及び検定料を一括とりそろえて出願期間内に下記あてに提出してください。 

郵送の場合は，必ず「速達・書留」とし，封筒に「山岳流域研究院出願書類在中」と朱書きとして

ください。 

(3) 出願書類提出先 
〒422-8529 静岡市駿河区大谷836 静岡大学農学部学務係山岳流域研究院担当 

TEL 054-238-4852，4815 
FAX 054-237-9362 

 

 
4 出願上の注意 

専門分野と担当教員については，p.14～16の｢静岡大学大学院山岳流域研究院の概要｣を参照し，出願前                                                    

に志望する教員に必ず連絡をとり，研究テーマや指導の可能性について相談してください。 

なお，不明な点については農学部学務係山岳流域研究院担当に問い合わせてください。 
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5 出願書類及び検定料 

1 入学志願票 本研究院所定の用紙に必要事項を記入のうえ写真を貼付したもの 

2 受験票 本研究院所定の用紙に必要事項を記入したもの 

3 成績証明書 出身大学の学長又は学部長が記入作成し，厳封したもの 

4 卒業又は卒業見込証明書 出身大学の学長又は学部長が記入作成し，厳封したもの 

 

5 
検定料 

（払込受付証明書） 

30,000円を同封の「払込取扱票」により，郵便局の受付窓口で払い込み，「払

込受付証明書」を本研究院所定の用紙に貼付したもの 

6 あて名票 
本研究院所定の「合格通知受信用あて名票」及び「入学手続案内あて名票」に

郵便番号，住所，氏名を記入したもの 

7 返信用封筒 
長形3号の封筒(23.5cm×12cm)に郵便番号，住所，氏名を明記し，410円切手（速

達）を貼付したもの 

8 在留カードの写し（両面）日本国籍を有しない者のみ 

9 受験許可書 
現在，官公庁・会社等に在職中の者で入学後も在職する場合は，その長が発行

したもの 

 
 

10 

 
学位記の写し又は学位

授与証明書 

出願資格(2)による学士の学位を授与された者は，学位記の写し又は学位授与証

明書を提出すること。なお，見込みの者は，当該「修了見込証明書」及び「学

士の学位授与申請（予定）してある旨の証明書」（様式任意：学位が得られな 

くなった場合は，速やかに通知する旨の記載があるもの）を提出してください。 

（※）出願書類及び検定料に関する問い合わせは, p.8の「3 出願手続の(3) 出願書類提出先｣まで,ご連絡

ください。 

 

6 入学者選抜方法 

(1) 選抜方針 

山岳流域に関するの学問分野において，将来，社会の中心的な役割を担う実務者や研究者の育成を目指し，

入学後の勉学と研究活動を遂行し得る能力及び学力について，以下の各試験で判断します。 

①学力試験（専門科目） 配点：100点 

（口頭試問による。） 

②面接試験 配点： 50点 

（1） 判定方法 

①学力試験，面接試験の得点を総合して，専門分野ごとに高得点の者から順に選抜します。 

②以下のいずれかに該当する場合は不合格とします。 

(1)学力試験（専門科目）の得点が50％に満たない場合 

(2)面接試験の得点が50％に満たない場合 

③出願書類は，面接試験の評価の基礎資料として活用します。 
 

 
● 専門科目(注)は，志望する「専門分野及び試験科目」から1つを選択してください。 

(注) 学力試験（専門科目）一覧表はp.13のとおりです。 

 

 
7 試験日時 

令和8年8月20日(木) 

10:00～12:00 面接試験，学力試験（専門科目） 
 

 
8 試験場所 

静岡大学農学総合棟（静岡市駿河区大谷836） 
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9 合格発表 

令和8年8月28日（金）（12時発表予定） 

山岳流域研究院ウェブサイト（https://www.igsmw.shizuoka.ac.jp/）に掲載します。また，合格者に直

接郵便にて通知します。 

合格者が募集人員に満たない場合，「第二次募集」によって欠員補充を行うことがあります。 
 

 
10 確約書の提出 

合格者には入学確約書（本研究院所定の用紙）を郵送しますので，本人署名の上，令和8年9月25日（金）

までに提出してください。期日までに提出されない場合は，辞退したものとして取り扱います。 

 

 
11 入学手続 

令和9年3月に行います。 

なお，詳細及び必要書類は，令和9年2月下旬に合格者へ別途通知します。 
 

 
12 入学料及び授業料 

(1) 入学料 282,000円≪令和8年度実績額≫ 

(2) 授業料 年額 535,800円（半期分267,900円）≪令和8年度実績額≫ 

(注)①前期分の授業料は，令和9年4月1日（木）から同年4月30日（金）までに納入してください。 

②入学手続き時に納入した入学料はいかなる理由があっても返還しません。 

③本学では，文部科学省の定める標準額に準拠することとしています。 

④在学中に授業料の改定が行われた場合には，改定時から新授業料が適用されます。 

 

13 注意事項 

(1) 学力試験，面接試験には，必ず受験票を携帯してください。 

(2) 出願後の提出書類の内容変更は認めません。 

(3) 払込後の入学検定料は，次の場合を除き，いかなる理由があっても返還しません。 

① 検定料の返還請求ができる場合 

ア 検定料を払い込んだが，本学大学院に出願しなかった場合

イ 検定料を誤って二重に払い込んだ場合 

ウ 出願書類，出願要件に不備等があり，出願が受理されなかった場合 

② 返還する検定料の金額 

志願者本人の申し出により二重払い込み分又は全額を返還します。ただし，返還に係る振込手

数料は請求者の負担となります。 

③ 検定料返還請求の方法 

上記のア又はイに該当する場合は，便せん等を使って，次の 1～8 を明記した検定料返還請求

書を作成し，必ず「振替払込受付証明書（入学検定料受付証明書）」又は「振替払込請求書兼受

領証」を 添付して，令和 8 年 8 月 3 日（月）〔必着〕までに静岡大学農学部学務係山岳流域

研究院担当（〒422-8529 静岡市駿河区大谷 836）へ郵送してください。 

また，ウの場合は，出願書類返却時に「検定料返還請求書」を同封しますので，必要事項を記

入の上郵送してください。 
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(4) 合格者のうち，官公庁又は会社等に入学後も在職する者は，入学手続きの際にその長又は代表者の

就学承認書を必要とするのであらかじめ用意しておいてください。 

(5) 出願書類の請求及び入学試験に関する照会等は，p.8の「3 出願手続の(3) 出願書類提出先｣あて郵

便で行ってください。 

なお，出願書類の請求にはあて先を明記した返信用封筒〔角形2号封筒(33cm×24cm）〕に270円切手

を，入学試験に関する照会には定形封筒に110円切手を貼付したものを送付してください。 

(6) 願い出により入学料・授業料を免除することがありますが，詳細は合格者に案内します。 

(7) 大規模災害に被災した入学志願者の入学検定料の特別措置について 

大規模災害に被災した志願者の入学検定料について，志願者からの免除申請に基づき入学検定料の

全額を免除します。 

詳しくは，専用サイト（https://www.shizuoka.ac.jp/nyushi/guide/tokubetsusochi/）をご覧くだ

さい。 

 

 
14 安全保障輸出管理について 

静岡大学では，「外国為替及び外国貿易法」に基づき，「静岡大学安全保障輸出管理規則」を定め，

外国人留学生の受入れに際し厳格な審査を実施しています。 

規制事項に該当する場合は，希望する教育が受けられない場合や研究ができない場合がありますので，注

意してください。 

 

【参考】「静岡大学安全保障輸出管理規則」 

静岡大学規則集 https://reiki.adb.shizuoka.ac.jp/aggregate/catalog/index.html

第2章 組織・運営＞静岡大学安全保障輸出管理規則 

 

経済産業省「安全保障貿易管理」 

https://www.meti.go.jp/policy/anpo/gaiyou.html 

ENGLISH PAGE https://www.meti.go.jp/policy/anpo/englishpage.html 

静岡大学大学院入学検定料返還請求書 

 

1 返還請求の理由 

2 入試区分（一般入試等） 

3 出願しようとした大学院・研究院名 

4 氏名（フリガナ） 

5 現住所 

6 連絡先電話番号 

7 返還請求額 

8 返還金振込先・金融機関名（金融機関コード），支店名（支店コード） 

・預金種別（当座・普通），口座番号 

・口座名義人（フリガナ） 

・口座名義人が志願者と異なる場合は，志願者との続柄 
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Ⅳ 障害等のある入学志願者の受験上の配慮 
 

障害等のある入学志願者で，受験上及び修学上特別な配慮を必要とする場合は，出願する前に本研究院

と相談する必要がありますので，下記により申請してください。 

相談の結果は決定次第，本人に連絡します。 

なお，申請前に本学のキャンパス（設置場所，環境等）を見学しておくことをお勧めします。 

 

申 請 期 限 原則として出願の1か月前まで 
※ただし，自己推薦型入試については，出願の1週間前まで 

 
申 請 の 方 法 

『受験上の配慮申請書』に，『障害者手帳』の写し又は医師の『診断書』を添えて

申請してください。 

なお，必要な場合は，本人又はその立場を代弁できる方（保護者，出身学校関係

者等）との面談を行うことがあります。 

 
連 

 
絡

 
先 

〒422-8529 静岡市駿河区大谷836 

静岡大学農学部学務係山岳流域研院担当 

TEL 054-238-4852，4815 FAX 054-237-9362 
 

 

 

Ⅴ 大学院入試成績情報の提供 
 

入試成績情報の開示 当該年度の修士課程における受験者で，不合格者に対する試験成績の開示申請を令

和8年11月16日（月）から12月15日（火）まで受け付けます。詳細は，静岡大学学務

部入試課までお問い合わせください。 

 

学務部入試課 TEL 054-238-4464（直通） 

〒422-8529 静岡市駿河区大谷836 

 

入試問題の閲覧 大学院の過去の問題については，農学部学務係及び入試情報閲覧室（静岡キャンパス共通教

育Ａ棟４階）で閲覧することができます。 
 

 

 

Ⅵ 個人情報の取扱い 
 

個人情報については，「個人情報の保護に関する法律」及び「静岡大学個人情報管理規則」に基づい

て，次のとおり取扱います。 

 

１．出願書類に記載された個人情報及び入学者選抜に用いた試験成績については，(1)入学者選抜（出願

処理，選抜実施），(2)合格発表，(3)入学手続業務，(4)入学者選抜方法及び大学教育改善のための調

査･研究を行うために利用します。 

 

２．入学者の個人情報については，(1)教務関係（学籍，修学指導等），(2)学生支援関係（健康管理，

授業料免除・奨学金申請，就職支援等），(3)授業料徴収，(4)入学者選抜方法及び大学教育改善のた

めの調査･研究に関する業務を行うために利用します。 

 

３．上記１．及び２．の各種業務での利用に当たっては，一部の業務を本学より当該業務の委託を受けた

業者(以下，「受託業者」という。)において行うことがあります。 

受託業者には，委託した業務を遂行するために必要となる限度で，個人情報の全部または一部を提

供しますが，提供する個人データについては，本学において必要かつ適切な監督措置を講じます。
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Ⅶ 学力試験（専門科目）一覧表 
 

専門分野及び試験科目 

森林防災工学 

広域生態学 

理論経済学 

地域産業学 

造林学 

植物系統分類学 

森林遺伝育種学 

森林水文学 

魚類生理学 
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静岡大学大学院山岳流域研究院の概要 

 
近年，社会情勢の変化や気候変動に伴い，山岳域を水源に持つ流域において，中山間地の過疎や衰退，気

候変動による自然生態系の喪失，災害の多発といった様々な課題が顕著化しています。これらの課題は，い

ずれも自然環境と人間社会との関わり方に関するものであり，自然科学だけでなく人文社会科学を含んだ幅

広い視野のもと解決に取り組む必要があります。また，山岳，産業・社会，河川，海洋を含む流域内の多様

なフィールドに対応できるフィールドスキルや，住民や事業者を含む流域内のあらゆるステークホルダーの

協力を推進できる調整能力・啓発能力も課題解決に必要となります。 

そこで山岳流域研究院では，高度な専門科目群により養われる高度な専門性，フィールドを活用した実習

等により身に付くフィールドスキル，分野横断型の履修により得られる幅広い視野，英語科目の履修や研究発

表を通して磨かれるコミュニケーション能力を持ち合わせ，静岡はもとより，日本各地，更には海外において,

流域が有する共通課題の解決に資する人材を養成します。さらに山岳流域研究院で幅広い視野と高度な専門

知識を学んだ人材は，山岳流域の自然環境に関する研究をリードする研究者や，新たな事業を展開する経営

者としての活躍も期待されます。 
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山岳流域研究院の内容 
 

専門分野 担当教員 主要授業科目 現在の研究内容 

森林防災工学 教授 

今泉文寿 

 

准教授 

輿水健一 

山岳流域環境学概論Ａ

山岳流域環境学概論Ｂ 

山岳流域コミュニケーションス

キル 

山岳流域防災学特論

砂防工学演習 

山岳流域学特別研究 

森林が有する防災機能の評価 

山地流域における土砂移動現象の解明

ドローンによる地形計測を活用した土

砂災害リスクの評価 

広域生態学 教授 

王 権 

Advanced Forest Ecology Ⅰ 

Advanced Forest Ecology Ⅱ 

Environmental Remote Sensing Ａ

山岳流域学特別研究 

生理生態学及びリモートセンシングの

結合・流域レベルでの炭素・水平衡モ

デル 

リモートセンシングによる生態系およ

び環境評価 准教授 

薗部 礼 

山岳流域環境学概論Ｂ 

山岳流域フィールド実習Ｂ 

Field practice in Tenryu forests: 

from plantation to natural laurel 

forest 

Environmental Remote Sensing Ｂ 

山岳流域学特別研究 

理論経済学 教授 

鐵 和弘 

経済発展論演習Ａ 

経済発展論演習Ｂ 

山岳流域学特別研究 

開発途上国の経済発展と都市インフォ

ーマルセクターに関する研究 

地域産業学 教授 

横田宏樹 

地域産業論 

山岳流域学特別研究 

地域産業の成長・危機に対する制度的

調整に関する研究 

地域的ものづくりモデルの構築による

森林資源の高付加価値化 
国内木製家具産地の研究 

造林学 教授 

飯尾淳弘 

山岳流域環境学概論Ａ

山岳流域環境学概論Ｂ 

山岳流域フィールド実習Ａ

山岳流域フィールド実習Ｂ 

Field practice in Tenryu forests: 

from plantation to natural laurel 

forest 

森林生理生態学特論Ⅰ 

森林生理生態学特論Ⅱ

山岳流域学特別研究 

森林の林冠構造と森林生態系管理技

術・天然林の動態センサス 

樹木の環境応答・適応機構 

森林における生理生態プロセスの評

価・解明 

准教授 

楢本正明 

山岳流域環境学概論Ａ

森林生態学演習 

森林生態管理学演習

造林学特論Ⅰ 

造林学特論Ⅱ 
山岳流域学特別研究 
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大学院入学試験に関する問い合わせ先 

静岡大学農学部学務係山岳流域研究院担当 
(〒422-8529 静岡市駿河区大谷 836) 

TEL 054-238-4852，4815 FAX 054-237-9362 
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専門分野 担当教員 主要授業科目 現在の研究内容 

魚類生理学 

 

教授 

日下部 

 

誠 

動物生理学特論 

山岳流域学特別研究 

魚類における環境適応メカニズムの解明 

 

植物系統分類学 教授 
徳岡 

 
徹 

植物分類学特論 
山岳流域学特別研究 

植物の系統分類 
植物生殖器官の比較解剖 

森林遺伝育種学 准教授 

花岡 

 
創 

森林・林業デジタル技術演習 樹木を対象とした形質評価技術の開発，形質 
 山岳流域フィールド実習Ａ 

Field practice in Tenryu forests: 
の遺伝性の解明，繁殖生態学 

 from plantation to natural laurel  

 forest  
 山岳流域学特別研究  

森林水文学 助教 

江草智弘 

山岳流域環境学概論Ａ

森林水文学特論Ⅰ 

森林水文学特論Ⅱ 

山岳流域学特別研究 

森林における水・物質循環過程の解明 


